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研究成果の概要（和文）：共生菌ならば低毒性で有用な免疫調節因子を有すると考え、腸管パイエル板共生菌リ
ピドAの化学合成と機能解析により、同リピドAが粘膜ワクチンアジュバントとして非常に有望であることを見い
だした。
一方で近年、抗原とアジュバントの複合化により、効率的抗体産生が誘導されるというセルフアジュバント効果
が報告されている。本研究では、リピドAの免疫活性化能を保持しつつ抗原と複合化し、アジュバント作用を最
大限に引き出せるセルフアジュバンティングワクチンの創製を目指した。具体的には、天然構造を模倣する戦略
をとり、リピドAとTn抗原を糖鎖ミミックリンカーで複合化することで、免疫活性化能を保持した複合体の合成
に成功した。

研究成果の概要（英文）：We hypothesized that symbiotic bacteria would contain useful 
immunomodulators with low toxicity, and conducted chemical synthesis and functional analysis of 
intestinal Peyer's patches symbiotic bacterial lipid A. We found that this symbiotic bacterial lipid
 A is very promising as a mucosal vaccine adjuvant.
On the other hand, a self-adjuvant effect has recently been reported, that is, efficient antibody 
production is induced by the conjugation of antigen and adjuvant. In this study, we aimed to develop
 a self-adjuvanting vaccine that can maximize the adjuvant effect of lipid A by conjugating lipid A 
with antigens while retaining its immunostimulatory properties. We developed a strategy to mimic the
 natural structure and successfully synthesized a conjugate of lipid A with Tn antigen via a sugar 
chain mimic linker, and it was confirmed that the synthesized conjugate retain lipid A’s innate 
immunostimulatory properties.

研究分野： ケミカルバイオロジー

キーワード： リピドA　リポ多糖　アジュバント　セルフアジュバンティングワクチン　抗原-アジュバント複合体　L
NP　糖鎖ミミックリンカー　細菌-宿主間ケミカルエコロジー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今の新型コロナウイルス感染症の蔓延を契機に、我々の生活様式は大きく変化し、ワクチン開発研究はより一
層大きな注目を集めている。ワクチンアジュバントとして有望視されている免疫活性化因子リピドAの高次機能
化を目的とした本研究の成果は、革新的ワクチン開発のシーズであり、大きな社会貢献が期待できる。また、リ
ピドAを基盤とした自然-獲得免疫制御分子の創製は、合成化学分野と免疫学分野の双方に学術的貢献が可能であ
り、非常に意義深いものであると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自然免疫とは、細菌などの異物に由来する特

定の分子パターンが、宿主の自然免疫受容体に
より認識されることで活性化される生体防御機
構である。代表的な自然免疫活性化因子の一つ
にグラム陰性菌の外膜成分リポ多糖（LPS）があ
る。LPS は、糖脂質リピド Aの 6’位に多糖部分
が結合した構造をとっており、代表的な大腸菌
型の構造を図１に示した。活性中心であるリピ
ド A 1 が受容体 TLR4-MD2 に認識されることで、
受容体の二量化が惹き起こされ、二つのシグナ
ル経路が活性化される。一方は主に炎症惹起作
用、他方は抗ウィルス作用等を誘導し、これら
の複合的作用により自然免疫が強力に活性化
される。 

多くの自然免疫リガンドは、抗体産生等の獲得免疫活性化も促進する
ことから、近年、アジュバント（ワクチンの効果を最適化する免疫制御
剤）としての利用が期待されている。一方で、上述の大腸菌 LPS は有用
なアジュバント作用を示す一方で、炎症惹起作用に由来する毒性も示す
ため、アジュバントとしての展開は困難であった。 

所属グループでは、大腸菌型リピド A 1 と比較すると、１位リン酸
基を欠くモノホスホリルリピド A（MPL504）2（図２）は、上述の二つの
シグナル経路を制御可能であり、炎症惹起作用を低減させつつ免疫を活
性化できることを報告した 1)。また、グラクソ・スミスクラインにより、
MPL504 2 と同様のモノリン酸体 3D-MPL 3 が、低毒性ながら抗ウィル
ス作用示すアジュバントとして開発され 2)、現在、ヒトパピローマウイ
ルスワクチン Cervarix のアジュバントとして実用化されている。 
一方で我々は近年、リピドAの機能が細菌の特徴と深く関連することを見いだ
しており 1,3)、共生菌ならばより低毒性ながら恒常性維持に関わるリピド A を有
するのではないかと考え、腸内細菌を取り込み免疫細胞に提示することで恒
常性維持を担っているパイエル板に注目し、パイエル板への共生が報告され
た Alcaligenes faecalis 4)に着目した。A. faecalis LPSの機能解析・構造決定を
達成し、その結果、A. faecalis LPS は低毒性ながら強力な抗体産生増強作
用を示し、腸管免疫制御の鍵であることが示された 3d,5)。さらには、A. faecalis
リピド A 4 (図２)の化学合成を達成した 3d)。A. faecalis リピド A 4 は、MPL と同様に低毒性ながらも免疫賦
活作用を示し、アジュバントとして有望であった 6)。 
一方で近年、抗原とアジュバントの複合化により、効率的な抗体産生が誘導されるというセル

フアジュバント効果 7)が報告されている。既存のサブユニットワクチンが、抗原とアジュバント
の混合物が主流であるのに対し、セルフアジュバンティングワクチンは、アジュバント-抗原複
合体を用いる。複合体は、アジュバントが自然免疫受容体に認識
されることで積極的に樹状細胞に取り込まれ(図３)、単純な混合
物を用いた場合に比べ、より効率的に T 細胞等の獲得免疫系を活
性化する。これまでに合成が容易な TLR2 リガンド(リポペプチ
ド)を用いた複合体が積極的に検討され、強力な抗体産生誘導が示
されている 7)。一方で、最初に実用化された細菌由来アジュバン
トはリピド A（3D-MPL 3）であり、有用性が担保されているにも
かかわらず、TLR4 リガンド(リピド A)については、合成の煩雑さ
と活性保持の難しさから報告例は少ない 8)。これは、活性を保持
可能なリピド A 修飾法が十分に検討されていないためである。 
２．研究の目的 
これまでの構造活性相関研究により、リピド A の活性発現には親水・疎水部体積の絶妙なバ

ランス、疎水部と酸性官能基との空間配置が非常に重要であり、活性を保持した修飾は容易でな
いことが示されている。所属グループではこれまでに、天然 LPS 構造に習い、リピド A の 6’位
から糖鎖部を模倣した親水性リンカーを導入する修飾戦略をとってき
た。親水性リンカーとしてポリエチレングリコール(PEG)基を用いた場
合、リピド A が失活した（未発表）。PEG 基では親水性が不十分と考え、
糖構造を含むグルタリルグルコースリンカー(図４)を開発し、ヒドラゾン
形成により蛍光基を導入し標識リピド A を合成したところ、活性は数十
倍低下したものの失活は回避できた 7)。しかしヒドラゾン形成の効率が悪
く、さらには物性の悪さから精製は困難を極め、実用性は不十分であっ
た。また、リンカーにエステル結合が含まれることから生体内での安定

図１. 大腸菌リピド Aの化学構造と免疫活性化機構 

図２. 低毒性リピド A 

図３. セルフアジュバント効果 

図４. 蛍光標識リピドA 



性も懸念された。そこで本研究では、生体内でも比較的安定なアミド結合により修飾基を導入可
能でかつ、糖鎖構造を模倣した糖鎖ミミックリンカーを開発し、これを用いて、アジュバントと
して見いだした MPL504 2 もしくは A. faecalis リピド A 4 を抗原と連結することを目指した(図５)。
抗原としては、以下のような理由からがん関連糖鎖抗原を選択した。細胞表面糖鎖は、がんをはじ
め様々な疾病において特異的なパターンを発現する。そのため、がん関連糖鎖抗原を中心に、糖鎖
抗原はワクチン開発ターゲットとして注目されている。一方で、変質した自己であるがん抗原は抗
原性が低く、がん関連糖鎖抗原を基盤としたがんワクチン開発の成功例はほとんどない。そこで、
セルフアジュバント効果を併用できるアジュバント‐抗原複合体をワクチンとして開発することで、
低い抗原性を克服が期待でき、革新的治療薬となり得ると考えた。がん関連糖鎖抗原としては多様
ながんに発現する Tn 抗原を選択し、MPL504-Tn 抗原複合体 5 および A. faecalis リピド A-Tn 抗原複
合体 6 の合成を目指
した。すなわち本研
究では、天然構造を
模倣する戦略によ
り、リピド A の活性
を保持可能な糖鎖ミ
ミックリンカーを用
いる修飾法を開発
し、自然免疫活性化
能に加え獲得免疫活
性化能を付加した高
次機能化リピド A
の合成戦略を精査
した。 
３．研究の方法 
本研究は、MPL 2 ならびに A. faecalis リピド A 4 の抗原との複合化を実施するが、まずは機

能解析が進んでおり効率的合成戦略による量的供給もより確実な MPL 2 を用いてリピド A修飾
法の検討を行った。申請者はこれまでに、共通中間体 7 (図６)をデザインし、寄生・共生菌リピ
ド A の網羅的合成に適用してきた 1,3a,b,d)。7 はグラムスケールで供給でき、また選択的な保護基
の除去により、多様なアシル基パターンのリピド A に対応可能である。まず図６に示したよう
に、縮合と脱保護を繰り返すことで中間体 7 に長鎖脂肪酸を導入した。具体的には、二糖中間
体 7 の 3 位に椎名法により脂肪酸を導入し 8を得た。DDQ 酸化により 4’位 MPM 基を脱保護し、
脂肪酸を縮合することで 10 へと導き、2’位 Troc 基を Zn/Cu 合金により除去し、遊離となったア
ミノ基に脂肪酸を導入した。さらに 2 位 Alloc 基を Pd 触媒により除去した後、細胞さんを導入

図５. アジュバント-抗原複合体の化学構造 

図６. 6’位アジド化MPL504保護体16の合成 



することで 12 へと導いた。続いて、アミド結合を介してリンカーを導入するため、6’位をアジ
ド化した。具体的には、12 のベンジリデン基を除去した後、6’位を Ts 化し、続いてアジ化ナト
リウムを作用させることで、15 へと導き、続いて、4 位をホスホロアミダイト法によりリン酸化
することで、6’位アジド化 MPL504 保護体 16 の合成を完了した。 
 続いて、糖鎖ミミックリンカーの合成を実施した(図７)。具体的には、D-マンニトールを出発
原料に、末端ヒドロキシ基のトリチル化、内部ヒドロキシ基のベンジル化、トリチル基の除去を
行い 17 へと導いた後、Ts 化の後、アジ化ナトリウムを作用させ、19 を得た。遊離ヒドロキシ基
を酸化反応によりカルボキシ基へと変換した後、エチルエステルへと変換し 21 へと導いた。21
のアジド基をアミノ基へと還元した後、20 と縮合し、22 を得た。22 のエチルエステルを加水分
解することで、糖鎖ミミックリンカー保護体 23 を得た。 

 合成した 6’位アジド化 MPL504 保護体 16 と糖鎖ミミックリンカー保護体 23 を縮合した後、
Tn 抗原を導入し、MPL-Tn 抗原複合体へと導いた(図８)。具体的には、16 のアジド基を Zn/Cu 合
金によりアミノ基へと還元した後、23 を縮合し 24 へと導いた。24 のアノマー位の Allyl 基を Ir
触媒によって異性化させた後、切断し 25 を得た。リンカー末端のアジド基をアミノ基へと変換
した後、Tn 抗原を縮合した。この際、エピマー化が生じてしまい、ジアステレオマー混合物の
26 を得た。現在、反応条件を精査中である。続いて、接触水素化による脱保護により、目的物で
ある MPL504-Tn 抗原複合体のジアステレオマー混合物 5’を得た。 

 類似した合成ルートにより、A. faecalis リピド A-Tn 抗原複合体 6 の合成も実施した。MPL504
の場合と同様に Tn 抗原の縮合時にエピマー化が生じているが、目的物 6 のジアステレオマー混
合物 6’の生成は確認しており、現在、精製条件を検討中である。 

図７. 糖鎖ミミックリンカー保護体23の合成 
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図８. MPL504-Tn抗原複合体の合成 



 
４．研究成果 
 合成が完了した MPL504-Tn 抗原複
合体のジアステレオマー混合物 5’を
THP-1（ヒト単球）細胞に作用させ、
自然免疫活性化作用の指標となる IL-
6 の誘導量を ELISA で測定した。結果
として、5’は MPL504 に比べ 10 倍程
度活性が低下したものの、自然免疫活
性化能を保持できていることが明ら
かとなり（図１０）、リピド A の自然
免疫活性化作用を保持したまま抗原
分子を複合化することに成功した。今
後、マウスを用いた in vivo 試験によ
り、がんワクチンとしての有効性を評
価する予定である。 
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Chemical synthesis of Alcaligenes faecalis monophosphoryl lipid As and their immunological functions

複合糖質の化学合成が拓く細菌‐宿主間ケミカルエコロジー



2022年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」取りまとめシンポジウム（招待講演）

日本化学会 第103春季年会

日本化学会 第103春季年会

第27回日本エンドトキシン・自然免疫研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

下山敦史

奥 弘望、下山 敦史、深瀬 浩一

Haruki Yamaura, Atsushi Shimoyama, Koichi Fukase

松田彩那、宇戸智哉、下山敦史、深瀬浩一

 ４．発表年

リポ多糖を介した細菌-宿主間ケミカルエコロジーの理解とワクチンアジュバント開発への展開

α-ヒドロキシ脂肪酸含有緑膿菌リピドAの合成研究

Synthesis of acetic acid bacteria Acetobacter pasteurianus lipid A

細菌特有糖に着目したコアオリゴ糖部分構造の化学合成と機能評価

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

第81回日本癌学会学術総会

第62回日本核医学会学術総会

第62回日本核医学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第41回日本糖質学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

山浦遼生、下山敦史、細見晃司、國澤純、深瀬浩一

弱毒性アジュバントの創製を志向した共生菌・酢酸菌由来リピドAの合成と機能評価

低侵襲治療を目指した短寿命アルファ線核医学治療薬の開発

アスタチン標識金ナノ粒子の腹腔内投与における動態と生体への影響

アスタチン標識金ナノ粒子の腹腔内投与による悪性腫瘍腹腔内播種の治療効果

兼田（中島）加珠子、白神 宜史、真鍋 良幸、下山 敦史、樺山 一哉、金井 好克、豊嶋　厚史、篠原 厚、深瀬 浩一

加藤 弘樹、片山 大輔、大江 一弘、角永 悠一郎、黄 栩昊、下山 敦史、樺山 一哉、深瀬 浩一、畑澤 順

加藤 弘樹、片山 大輔、大江 一弘、角永 悠一郎、黄 栩昊、下山 敦史、樺山 一哉、深瀬 浩一、畑澤 順



2022年

2022年

2022年

2022年

日本ケミカルバイオロジー学会第16回年会

第51回日本免疫学会学術総会

第51回日本免疫学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

黄栩昊、樺山一哉、角永悠一郎、下山敦史、兼田加珠子、加藤弘樹、大江一弘、豊嶋厚史、篠原厚、深瀬浩一

Xiao Sun, Koji Hosomi, Atsushi Shimoyama, Ken Yoshii, Haruki Yamaura, Davie Kenneth, Azusa Saika, Takahiro Nagatake, Hiroshi
Kiyono, Koichi Fukase, and Jun Kunisawa

Zilai Liu, Koji Hosomi, Atsushi Shimoyama, Ken Yoshii, Xiao Sun, Huangwenxian Lan, Yunru Wang, Haruki Yamaura, Davie
Kenneth, Azusa Saika, Takahiro Nagatake, Hiroshi Kiyono, Koichi Fukase, Jun Kunisawa

田中大暉、Davie Kenneth、下山敦史、深瀬浩一

第12回CSJ化学フェスタ

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

Adjuvant Activity of Chemically Synthesized Alcaligenes Lipid A to Augment Immune Responses against Haemophilus Influenzae
Type B Conjugate Vaccine

蛍光標識TLR4リガンドの合成研究

核医学治療を志向したAt-211標識機能化金ナノ粒子の創製と機能評価

Activation of MyD88- and TRIF-mediated Signaling Pathways by Alcaligenes Lipid A for Efficient Antigen Presentation and T
Cell Differentiation by Dendritic Cells

 １．発表者名



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回生体機能関連サマースクール

Asian Carbohydrate Chemistry and Glycobiology Webinar（招待講演）（国際学会）

Pacifichem2021（国際学会）

松田彩那，宇戸智哉，下山敦史，深瀬浩一

黄栩昊、樺山一哉、角永悠一郎、下山敦史、兼田加珠子、加藤弘樹、大江一弘、豊嶋厚史、篠原厚、深瀬浩一

 ３．学会等名
日本ケミカルバイオロジー学会第16回年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

細菌特有糖に着目したコアオリゴ糖部分構造の化学合成と機能評価

α線核医学治療を志向したAt-211標識機能化金ナノ粒子の開発

Lipid A Mediated Bacterial-host Chemical Ecology: Synthetic Research of Lipid A and Development as Adjuvants

Synthesis and Immunological Functions of Symbiotic Bacterial Lipopolysaccharide Partial Structures

 １．発表者名

 １．発表者名

A. Shimoyama

A. Shimoyama, K. Mizote, T. Uto, H. Yamaura, F. Di Lorenzo, Y. Fujimoto, J. Kunisawa, H. Kiyono, A. Molinaro, K. Fukase



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacifichem2021（国際学会）

A. Shimoyama, S. Nakagawa, Y. Matsuura, T. Fujie, K. Fukase

H. Yamaura, A. Shimoyama, K. Mizote, K. Hosomi, J. Kunisawa, K. Fukase

T. Uto, A. Shimoyama, H. Yamaura, A. Matsuda, K. Hosomi, J. Kunisawa, K. Fukase

T. Fujie, S. Nakagawa, Y. Matsura, A. Shimoyama, K. Fukase

 ３．学会等名

Pacifichem2021（国際学会）

16th Meeting of the International Endotoxin and Innate Immunity Society (IEIIS-16)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Systematic chemical synthesis and immunological function of Campylobacter jejuni lipid As

Synthesis of gut symbiotic Alcaligenes faecalis lipid A library and their immunological functions

Synthesis and function of gut-associated lymphoid-tissue-resident Alcaligenes faecalis lipooligosaccharide partial structure

Chemical synthesis and function of Campylobacter jejuni lipid As,

16th Meeting of the International Endotoxin and Innate Immunity Society (IEIIS-16)（国際学会）



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

16th Meeting of the International Endotoxin and Innate Immunity Society (IEIIS-16)（国際学会）

第40回日本糖質学会年会（招待講演）

日本化学会第102春季年会

下山敦史

藤江駿成、中川翔、松浦良史、下山敦史、深瀬浩一

R. Hu, A. Shimoyama, K. Fukase

D. Kenneth, H. Yamaura, A. Shimoyama, K. Fukase

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

リピドAの化学合成が拓く細菌－宿主間ケミカルエコロジー

Campylobacter jejuni由来リピドA群の化学合成とその機能解析

Synthesis and function of Helicobacter pylori peptidoglycan fragments

Innate immune function of chemically synthesized monophosphoryl lipid As from Alcaligenes faecalis,

 １．発表者名

 １．発表者名

16th Meeting of the International Endotoxin and Innate Immunity Society (IEIIS-16)（国際学会）



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第６回糖鎖免疫研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第102春季年会

Tomoya Uto, Atsushi Shimoyama, Haruki Yamaura, Koji Hosomi, Jun Kunisawa, Koichi Fukase

Tran Duc Khiem, Atsushi Shimoyama, Takushi Ichinoo, Joan G Caldentey, Koichi Fukase

麻生彩佳、兼田加珠子、下山敦史、角永悠一郎、白神宜史、渡部直史、豊嶋厚史、羽場宏光、王 洋、篠原 厚、深瀬浩一

井ノ口仁一、狩野裕考、新田昂大、稲森啓一郎、石川潮、樺山一哉、下山敦史、安藤弘宗、石田秀治、深瀬浩一

日本化学会第102春季年会

日本化学会第102春季年会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and function of gut-associated lymphoid-tissue-resident Alcaligenes faecalis lipooligosaccharide partial
structures

Regulation of Bacterial Lipid A-Induced Innate Immune Activation by Endogenous Amphiphilic Molecules

新規アルファ線核医学治療薬剤開発を目指した211At-FAPIの合成と評価

ガングリオシド分子種による自然免疫応答および細胞死経路の制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回日本ワクチン学会学術集会

第40回日本糖質学会年会

第26回日本エンドトキシン・自然免疫研究会

細見晃司、下山敦史、柴田納央子、王韻茹、吉井健、長竹貴広、宇戸智哉、山浦遼生、藤本ゆかり、清野宏、深瀬浩一、國澤純

宇戸智哉、山浦遼生、松田彩那、細見晃司、國澤純、下山敦史、深瀬 浩一

H. Yamaura, K. Mizote, A. Shimoyama, A. Recio, K. Hosomi, S. Martin Satamaria, J. Kunisawa, K. Fukase

黄栩昊、加藤弘樹、角永悠一郎、下山敦史、樺山一哉、大江一弘、豊嶋厚史、篠原厚、深瀬浩一

日本放射化学会第65回討論会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

パイエル板組織内共生菌アルカリゲネスのリポ多糖の免疫学的特徴を利用したアジュバント開発

腸管関連リンパ組織共生菌リポオリゴ糖部分構造の合成と機能解析

Chemical synthesis and immunological function of gut symbiotic bacterial lipid A and its analogs

新規アルファ線ブラキセラピー開発に向けたAt-211標識金ナノ粒子の合成と機能評価

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回有機合成若手セミナー

日本ケミカルバイオロジー学会第15回年会

第21回関西グライコサイエンスフォーラム

 ３．学会等名

下山敦史、山浦遼生、宇戸智哉、細見 晃司、Flaviana Di Lorenzo、藤本ゆかり、Antonio Molinaro、國澤純、清野宏、深瀬浩一

宇戸智哉、山浦遼生、松田彩那、細見晃司、國澤純、下山敦史、深瀬浩一

山浦遼生、下山敦史、溝手啓介、Davie Kenneth、細見晃司、國澤純、深瀬浩一

山浦遼生、下山敦史、溝手啓介、細見晃司、國澤純、深瀬浩一

第63回天然有機化合物討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

腸管関連リンパ組織共生菌Alcaligenes faecalis由来リピドAの合成と機能解析

腸管パイエル板共生菌A. faecalis由来リポオリゴ糖部分構造の合成と機能解析

腸管関連リンパ組織共生菌リピドAおよびその類縁体群の系統的化学合成と免疫機能評価

共生菌Alcaligenes faecalis リピドAおよびその類縁体の合成と免疫機能評価

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」第８回公開シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回CSJ化学フェスタ

Davie Kenneth, Haruki Yamaura,Atsushi Shimoyama, and Koichi Fukase

松田彩那・宇戸智哉 ・下山敦史・深瀬浩一

黄栩昊、加藤弘樹、角永悠一郎、下山敦史、樺山一哉、大江一弘、豊嶋厚史、篠原厚、深瀬浩一

下山敦史, 山浦遼生, 宇戸智哉, Davie Kenneth, 松田彩那, 細見 晃司, Di Lorenzo Flaviana, 藤本ゆかり, Molinaro Antonio, 國澤純,
清野宏, 深瀬浩一

第11回CSJ化学フェスタ

第１５回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and immune function of monophosphoryl lipid As from symbiotic bacteria Alcaligenes faecalis

コアオリゴ糖部分構造の化学合成と機能評価

核医学治療法を目指したAt-211標識機能化金ナノ粒子創製と評価

リピドAを介した細菌-宿主間ケミカルエコロジーの理解とワクチンアジュバント開発への展開

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Academia Sinica-Osaka University Symposium 2020 (AS-OU symposium 2020)（国際学会）

日本化学会第101春季年会

日本化学会第101春季年会

H. Yamaura, K. Mizote, K. Hosomi, J. Kunisawa, A. Shimoyama, K. Fukase

Davie Kenneth, Haruki Yamaura, Atsushi Shimoyama, Koichi Fukase

山浦 遼生、下山 敦史、溝手 啓介、細見晃司、國澤純、深瀬 浩一

Xuhao Huang, Hiroki Kato, Yuichiro Kadonaga, Atsushi Shimoyama, Kazuya Kabayama, Daisuke Katayama, Kazuhiro Ooe, Atsushi
Toyoshima, Atsushi Shinohara, Koichi Fukase

日本化学会第101春季年会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and functions of gut symbiotic bacterial lipid As and their analogs

Synthesis and functions of monophosphoryl Alcaligenes faecalis lipid As

共生菌Alcaligenes faecalis由来リピドAライブラリーの合成およびその免疫調節機能

Synthesis and evaluation of astatin-211 labeled gold nanoparticles for alpha nano-brachytherapy

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第101春季年会

第94回日本細菌学会総会

第94回日本細菌学会総会

 ３．学会等名

吉井健、細見晃司、下山敦史、王韻茹、山浦遼生、長竹貴広、鈴木英彦、藍黄文顕、清野宏、深瀬浩一、國澤純

細見晃司，柴田奈央子、下山敦史、宇戸智哉、長竹貴広、竹山春子、深瀬浩一、清野宏、國澤純

Yusuke Yamanaka, Atsushi Shimoyama, Koichi Fukase

松田彩那，宇戸智哉，下山敦史，深瀬浩一

日本化学会第101春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Synthetic lipid A of Alcaligenes augments nasal vaccine efficacy to prevent pneumococcal infection

腸管リンパ組織内細菌アルカリゲネスと樹状細胞の共生関係

Development of highly functionalized lipid A for self-adjuvanting vaccines

細菌特有構造に着目したコアオリゴ糖部分構造の化学合成と機能評価

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第24回腸内細菌学会学術集会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回CSJ化学フェスタ

山中優介・下山敦史・深瀬浩一

黄栩昊、加藤弘樹、角永悠一郎、下山敦史、樺山一哉、大江一弘、豊嶋厚史、篠原厚、深瀬浩一

下山敦史、山浦遼生、宇戸智哉、細見 晃司、Flaviana Di Lorenzo、藤本ゆかり、Antonio Molinaro、清野宏、國澤純、深瀬浩一

細見晃司，柴田奈央子、下山敦史、宇戸智哉、長竹貴広、東島陽子、西野友美、竹山春子、深瀬浩一、清野宏、國澤純

日本放射化学会第64回討論会

第１４回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

セルフアジュバンティングワクチンの創製を目指した高次機能化リピドAの開発

アスタチン-211標識金ナノ粒子の合成と腫瘍増殖抑制効果の評価

寄生・共生菌由来リポ多糖部分構造の化学合成と免疫調節機能の解明
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